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学校教育目標 「自分で考え判断し行動する、自律した生徒の育成」 

 川中 TIMES 
Trying for your dreams 

学校だより 

 

佐賀市児童生徒理科作品展  入選  3年 2組 SAさん 1年 1組 KKさん 

佐賀市中学生新人ソフトテニス大会  第 2位  2年 1組 IKさん 2年 2組 ESさん 

第 16回全国中学生ラグビーフットボール大会  フェアプレー賞 ラグビー部 

Bestチームプレーヤー賞 2年 1組 MMさん 

第 62回佐賀市中学校総合体育大会駅伝大会  第 3位（男子） ※県大会への出場権を獲得しました 

９月２９日（月）に１０月の全校朝会をオンラインで実施しました。会の冒頭で校長からは、今年度も半

年が経過し、これまでの振り返りと、残り半年間にどんなことにチャレンジし、どんなクラスに成長した

いのか考えながら学校生活を送ってほしいと伝えました。以下、校長の話の概要です。 

 

私（校長）が４０年前に出会い、今も大切にしている言葉ある。それは、「失敗は、なるだけしない方がよい

にきまっている。けれども、真にこわいことは、失敗することではなく、いい加減にやって成功することだ」。「い

い加減やって成功する」という場合は？校長から３つの例示を行った。 

①部活動などの練習をいい加減にやって、たまたま勝利しても本番では通用しない。 

②テストでも同じこと。小テストで努力もせずに高得点をとっても、それは本当の力ではない。入試などで

困る。 

③高校入試の際に、倍率が低いという理由で努力もせず合格したというケース。長い人生の中でいい加

減な自分が作られていく。人生をよりよく生き抜いていくために、高校入試という 15歳の試練に立ち向かい、

自分を鍛え高めてほしい。 

また、失敗には必ず学びがある。試合などでミスをしたり、負けたりすれば、次はどう工夫すればよいか考え

ることができる。テストで間違えれば、自分の弱点がはっきりする。失敗を前向きに捉え、失敗をきっかけに本

気の努力を重ねることで、確かな実力がついていく。怖がるべきなのは「失敗」ではなく、「いい加減にやるこ

と」。本気を出さずに過ごす習慣がついてしまうと、自分の可能性を狭めてしまう。本気でやれば、たとえ失敗

しても必ず前に進める。 

 

今月の全校朝会は、2年 1組 KRさんと OHさんが、緊張しながらも上手に務めてくれました。司会

の大役を終えての二人の感想は、KR さんは「司会は緊張したけど、自分の成長の為にチャレンジし、そ

の 1 歩になったと思います。とても楽しく司会ができました」 OH さんは「初めての司会で緊張したけ

ど、うまくやれたと思います。新しい経験ができ、この経験を生かしていきたい」でした。 

 

 

 

㊗みんなの表彰㊗ 



写真は配布した通信

で御確認ください。 

写真は配布した通信

で御確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新人大会 

激励式 

１０月７日（火）に、１１日（土）～１２日（日）に開催される第７０回佐賀市新人大会の激励式

を開催しました。７０年前に始まったこの大会は今年度で幕を下ろします。長い歴史を振り

返りながら、校長からの選手へ激励の言葉を贈りました。概要は以下のとおりです。 

激励の言葉は、「練習は試合のように、試合は練習のように」。私が部活動顧問をしていた

時に使っていた言葉である。「練習では本番のつもりで緊張感を持って取り組み、逆に本番

では緊張せずにリラックスして戦いなさい」という意味であり、本番で力を発揮するために

は、練習も試合も同じような激しさ、雰囲気、気持ちで取り組むことが大事であるというこ

と。新人大会は通過点であり、歴史のあるこの大会に参加できることに幸せを感じ、支えて

くれた方々に感謝をし、楽しむ気持ちを忘れず、自分らしく闘い抜いてほしい。 

選手宣誓は、卓球部のKSさんが「日頃の練習の成果を発揮し正々堂々と戦うことを誓い

ます」と力強く宣誓を行いました。また、生徒を代表して YT さんは、「これまでの練習の成

果を試す大切な試合です。勝っても負けても次につなげられるように悔いのない試合をし

てください」と激励しました。 

女子バレーボール部 MRさん 

私たちは女子バレーボール部です。佐賀市新人

大会で優勝を目標に日々練習を頑張っています。

少ない人数ですが、一人一人が声を出し、練習の

成果を発揮できるように全力を尽くします。応援

よろしくお願いします。 

男子バスケットボール部 KYさん 

 僕たち男子バスケットボール部は、新人大会で

ベスト４も目標に日々の練習に励んできました。

練習では声を出すことやコミュニケーションをと

ることを頑張っています。練習してきたことを一

つでも多く発揮できるように最後まで頑張りま

す。応援よろしくお願いします。 

女子ソフトテニス部 IKさん 

 私たちは新人大会ベスト４を目標として頑張っ

ています。３年生が抜けて初めての団体戦でとて

も緊張しています。けれども１年生が加わり、日々

の練習をチーム一丸となり頑張ってきました。そ

の成果を発揮し、最後まで諦めず全力でプレーし

ます。応援よろしくお願いします。 

新体操 KSさん 

 私たち新体操部は、ボールとフープを使って個

人戦に出場します。この大会に向けて日々の練習

に加え、自主練習にも取り組んできました。初め

ての新人大会でとても緊張しますが、それぞれが

失敗を恐れず納得のいく良い演技ができるよう精

一杯笑顔で頑張ります。 

軟式野球部 NSさん KTさん  

僕たちは軟式野球部です。僕たちは新人大会優勝に向けて日々努力をしています。僕たちは守備でい

いプレーをしてチームの勝利に貢献できるよう活躍したいです。応援よろしくお願いします。 

選手宣誓の様子＝本校体育館 

女子卓球部 KSさん 

 私たち女子卓球部は計６人で活動しています。

新人大会では、２回戦を突破し、決勝トーナメン

トに進むことを目標としています。そのために、

日々の練習でお互いにアドバイスを出し合いなが

ら頑張っています。応援よろしくお願いします。 

男子ソフトテニス部 AW さん 

 僕たち男子ソフトテニス部は新人大会で一人一

人が１回でも多く勝利するために練習を頑張って

います。試合当日は今まで練習してきた成果を発

揮して試合に挑みたいです。今までサポートして

くださった人達への感謝の気持ちを忘れず仲間を

信じて最後まで一生懸命戦い抜きたいです。 


